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(百万円未満切捨て)

１．2021年10月期第３四半期の連結業績（2020年11月１日～2021年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年10月期第３四半期 23,904 △7.3 156 － 138 － △40 －

2020年10月期第３四半期 25,785 △14.4 △369 － △505 － △721 －
(注) 包括利益 2021年10月期第３四半期 △148百万円( －％) 2020年10月期第３四半期 △716百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年10月期第３四半期 △0.95 －

2020年10月期第３四半期 △15.72 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年10月期第３四半期 45,715 20,830 44.9

2020年10月期 41,379 23,172 55.3
(参考) 自己資本 2021年10月期第３四半期 20,533百万円 2020年10月期 22,890百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年10月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2021年10月期 － 3.00 －

2021年10月期(予想) 3.00 6.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2021年10月期の連結業績予想（2020年11月１日～2021年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,300 △6.8 1,860 14.8 1,650 8.1 900 13.6 19.62
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年10月期３Ｑ 45,964,842株 2020年10月期 45,964,842株

② 期末自己株式数 2021年10月期３Ｑ 5,580,135株 2020年10月期 93,521株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年10月期３Ｑ 42,798,697株 2020年10月期３Ｑ 45,871,384株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大長期化により、依然として厳

しい状況にあります。ワクチン接種の進展や各種政策の効果により、今後の経済回復が期待されておりますが、感染

力の強い変異株により感染者数が増加傾向にあり、医療崩壊が懸念されるなど、先行きは不透明な状況です。

住宅業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による需要の落ち込みが当初は目立ちましたが、国土

交通省発表による新設住宅着工戸数（持家）が前年同期比増加傾向で推移するなど、緩やかな回復基調が見られてお

ります。

ホテル業界におきましては、政府による「GoToトラベルキャンペーン」により、一時的な持ち直しの動きが見られ

たものの、度重なる感染拡大に伴う緊急事態宣言発令及びまん延防止等重点措置適用により、集客及びホテル稼働が

停滞しております。

このような厳しい経営環境の中、当社グループは、中期経営計画「新未来３ヵ年計画」に基づき、グループ全体で

収益拡大に取組むとともに、経費節減に努めました。

住宅事業では、柱・土台・内装材に国産の檜を使用し耐震性に優れた「檜品質」、ZEH（ネット・ゼロ・エネルギ

ー・ハウス）を支える高断熱・高気密の住宅基本性能と太陽光発電システム標準装備などによる「ゼロエネ品質」、

感謝訪問・24時間対応コールセンター・冷暖房設備の標準装備などによる「快適品質」の３つの品質を実現する「快

適住宅」シリーズを中心とした販売促進に注力しました。

また、360度３Ｄ映像を利用し当社の代表的展示場（12展示場）をウォークスルー体験出来るWEB住宅展示場を公式

ホームページに設置することに加え、公式ホームページ及び日本ユニシス「MY HOME MARKET」上に開設したネットバ

ーチャル住宅展示場で、外観・暮らし方スタイル・価格帯を選択可能な企画商品「クレステージ」を展開するなど、

インターネットを活用した営業施策を推進しました。

ホテル事業では、新型コロナウイルス感染症の収束時期の見通しがついていないことから、感染防止対策を徹底す

る一方で、高単価商品の販売促進やホテル会員権事業など集客増のための対策を実行しました。

以上の結果、売上高は239億４百万円（前年同期比7.3％減）、営業利益は１億56百万円（前年同期の営業損失は３

億69百万円）、経常利益は１億38百万円（前年同期の経常損失は５億５百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は40百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失は７億21百万円）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

① 住宅事業

住宅事業につきましては、主に新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、前連結会計年度と比較して期首受注

残が34億10百万円減少したため、売上高は223億47百万円（前年同期比6.4％減）となりました。他方、利益面では、

人件費・賃借料・旅費交通費などの経費節減の結果、営業利益は14億74百万円（前年同期比33.7％増）となりまし

た。

② ホテル事業

ホテル事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、シティホテルの婚礼売上・宴会売上が

大幅に減少したため、売上高は14億35百万円（前年同期比20.0％減）となりました。また、経費節減に努めたものの、

営業損失は７億46百万円（前年同期の営業損失は８億１百万円）となりました。

③ その他事業

その他事業につきましては、太陽光発電事業であり、売上高は１億20百万円（前年同期比14.6％増）、営業利益は

94百万円（前年同期比20.3％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、流動資産（主に現金預金の増加、未成工事未成工事支出金の増

加）の増加39億65百万円、固定資産（主に建物・構築物の増加、建設仮勘定の増加、及び減価償却による減少）の増

加２億86百万円により、前連結会計年度末と比較して43億35百万円増加し、457億15百万円となりました。負債は、流

動負債（主に短期借入金の増加、未成工事受入金の増加、１年内返済予定の長期借入金の増加、及び支払手形・工事

未払金等の減少、賞与引当金の減少）の増加42億73百万円、固定負債（主に社債の増加、長期借入金の増加、その他

の固定負債の増加、及びリース債務の減少）の増加24億４百万円により、前連結会計年度末と比較して66億77百万円

増加し、248億85百万円となりました。

なお、自己資本は205億33百万円、自己資本比率は44.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年10月期の通期連結及び個別業績予想につきましては、2020年12月11日に公表した予想より修正はございませ

ん。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年７月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,915 7,824

受取手形・完成工事未収入金等 1,732 1,390

未成工事支出金 470 1,506

販売用不動産 4,242 3,933

商品及び製品 39 78

原材料及び貯蔵品 230 343

未収消費税等 － 363

その他 671 828

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 12,300 16,266

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 40,914 41,107

機械、運搬具及び工具器具備品 3,961 3,971

土地 10,456 10,336

リース資産 4,333 4,377

建設仮勘定 568 1,395

減価償却累計額及び減損損失累計額 △34,962 △35,737

有形固定資産合計 25,271 25,451

無形固定資産 516 527

投資その他の資産

投資有価証券 244 229

長期貸付金 203 198

退職給付に係る資産 46 52

繰延税金資産 2,064 2,126

破産更生債権等 8 8

その他 976 1,024

貸倒引当金 △253 △253

投資その他の資産合計 3,290 3,386

固定資産合計 29,078 29,365

繰延資産

社債発行費 － 83

繰延資産合計 － 83

資産合計 41,379 45,715
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,289 3,718

短期借入金 2,302 5,228

1年内返済予定の長期借入金 351 1,029

リース債務 393 374

未払法人税等 109 49

未成工事受入金 1,153 2,781

完成工事補償引当金 166 158

賞与引当金 431 207

その他 2,685 2,609

流動負債合計 11,883 16,156

固定負債

社債 － 2,000

長期借入金 2,926 3,413

リース債務 1,032 809

繰延税金負債 11 16

役員退職慰労引当金 724 768

退職給付に係る負債 353 271

資産除去債務 349 331

その他 926 1,118

固定負債合計 6,324 8,728

負債合計 18,207 24,885

純資産の部

株主資本

資本金 3,873 3,873

資本剰余金 22 22

利益剰余金 19,146 18,749

自己株式 △21 △1,859

株主資本合計 23,021 20,786

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9 1

繰延ヘッジ損益 △96 △221

退職給付に係る調整累計額 △42 △33

その他の包括利益累計額合計 △130 △253

非支配株主持分 281 297

純資産合計 23,172 20,830

負債純資産合計 41,379 45,715
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年11月１日
　至 2020年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年11月１日
　至 2021年７月31日)

売上高 25,785 23,904

売上原価 16,708 15,178

売上総利益 9,076 8,725

販売費及び一般管理費 9,446 8,569

営業利益又は営業損失（△） △369 156

営業外収益

受取利息 1 2

受取補償金 － 77

未払配当金除斥益 6 6

雇用調整助成金 14 79

貸倒引当金戻入額 0 0

雑収入 36 39

営業外収益合計 59 204

営業外費用

支払利息 125 132

雑支出 69 89

営業外費用合計 195 222

経常利益又は経常損失（△） △505 138

特別利益

固定資産売却益 － 18

投資有価証券売却益 － 10

特別利益合計 － 28

特別損失

固定資産売却損 － 61

固定資産除却損 135 27

その他 1 －

特別損失合計 136 89

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△641 78

法人税、住民税及び事業税 68 108

法人税等調整額 △3 △5

法人税等合計 64 103

四半期純損失（△） △706 △25

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 15

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △721 △40
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年11月１日
　至 2020年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年11月１日
　至 2021年７月31日)

四半期純損失（△） △706 △25

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7 △7

繰延ヘッジ損益 △1 △124

退職給付に係る調整額 △1 9

その他の包括利益合計 △9 △122

四半期包括利益 △716 △148

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △730 △163

非支配株主に係る四半期包括利益 14 15
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2020年12月14日開催の取締役会の決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において単元未満株式の

買取を含め自己株式5,486,614株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式

が1,838百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が1,859百万円となっております。

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の

影響）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年11月１日 至 2020年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２住宅事業 ホテル事業 その他事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

23,886 1,793 105 25,785 － 25,785

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 55 － 55 △55 －

　計 23,886 1,849 105 25,840 △55 25,785

セグメント利益
　 又は損失（△）

1,102 △801 78 380 △749 △369

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△749百万円には、セグメント間取引消去△39百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△710百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年11月１日 至 2021年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）２住宅事業 ホテル事業 その他事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

22,347 1,435 120 23,904 － 23,904

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 45 － 45 △45 －

　計 22,347 1,481 120 23,949 △45 23,904

セグメント利益
　 又は損失（△）

1,474 △746 94 822 △665 156

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△665百万円には、セグメント間取引消去△44百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△621百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

住宅事業、ホテル事業及びその他事業は生産実績を定義することが困難であるため、生産実績を記載しており

ません。

② 受注状況

当社グループでは、当社の受注が大部分を占めているため、当社の受注状況を記載しております。

当第３四半期連結累計期間における受注の状況は、次のとおりであります。

セグメントの名称 部門別 受注高（百万円） 前年同期比（％）

住宅事業

建築部門 21,123 ＋12.9

不動産部門 3,596 ＋5.0

計 24,719 ＋11.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％）

住宅事業 22,347 △6.4

ホテル事業 1,435 △20.0

その他事業 120 ＋14.6

計 23,904 △7.3

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．総販売実績に対する割合が10％以上の相手先はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　


